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〈輛 稽 蜘 一
偽 し Z ， 光必 鯀 工 ・・ ら全 く 切 リ離 さ 鹹 垢 兄 で， 細 乙 1懸 正

E解穐 て t｝‘ 解 去縞 糺 赫 ら tl ・963　＃・Mlk ，　 z の 緬 の it＄ s っ ゲ 晩 ＿

連 の 威集 晝驚 農 し て き免 ， ホ ウ レ ン ソ ウ集緑体 標品 ゆ ら，光化 孕象 豆 の 彡観 生 1さ裸 埼

し・ し 魁 光イ噂 象 工 の f“ ±　［e　e 〈 含 ん で ・， ・d
’

・蝉 イtma　41 ‘粁 P −・・ と ・ う ）の

糶 に 成功 し 謹 の 畳 靴 つ wz 　esk し F− （・969） 。 っ ・ 紙 ・．・・ 硬 、吩 割 し 《 ，
・
，発 錦 1舗 れ 之 し it　 v 之 託 イ匕・塗紅 の 光 イ匕

・孕反 庇 お ふが そ れ 1囀 絶 言 る 電 争

イ云勧 碗 そ鷲 軌 s り徽 ・1噂 亜va・＄ 正 左tg　s ） ど 1銘 威功 し た （亙97・〉。

　  続 い z ， P 一取 亜tS＄　rrと 舖 い て ，集 睇 舷L　Iこ影響 を与 廴 る 処 理 （捌 廴 艮ガ，

ト リス 処 理
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